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ⅰ相生：各行は時計回りに隣接する「行」と「相生関係＝母子関係」にあり、資
生･促進･助長に作用する

ⅱ相克：各行は、時計回りに1つ置きの「行」との間に「相克関係」があり、制
約･抑制的に作用する。木克土・土克水･水克火･火克金･金克木である。相
生・相克は正常状態を維持する為

ⅲ相乗：五行の正常な「相克」の関係が崩れることによって出現する異常な
相克現象を「相乗」といい、過度な「相克」である。ある行が強くなりすぎ、克す
る行を過度に抑制する場合と，克される行が衰弱し、過度に抑制され衰弱を
助長する状態である。

ⅳ相侮：相克する側が弱りすぎたり、相克される側が強くなりすぎたりすると、
相乗が反対方向におきる。これを相侮又は反克という

寺子屋中医メモ
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①炙甘草湯

②小青竜湯加茯苓、肉桂、麻黄、附子
→ ③ 清肺湯合八味地黄丸料へ
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今回の講義のまとめ

戸城追加スライド

五臓（が主体になる五つの系統）は
組織構造、生理機能、基礎物質の生化輸泄などの面で
共同して機能活動を行なっている

相生相克は抽象的概念ではなく、
気血津液など基礎物質の生成、転化、輸布などの関係に基づいている。

五臓は三焦膜腠によって連係し、一体となっている

五臓の機能は協調統一しており、一つの臓に機能失調が生じると、
他臓に影響が及び、ついには全身の機能に波及する。

難治性の疾患の治療において、五行理論に基づいた治療が役立つ。

過去の資料希望の方
toshiro＠eri-cl.com にご連絡を
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